
第 18 回新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和 2 年 12 月 25 日） 

1.本部⻑あいさつ 
今年も残りわずかとなったが、新型コロナウイルスはますます猛威を振るっている。

発電所で陽性者が出たが囲い込みはできている。 
年末年始は人の出入りが激しい。万全の対策をお願いしたい。 

2.議事等 
年末年始期間中の対応について、次のとおり決定しました。 
⑴年末年始の対応について 
※新型コロナウイルス感染症対策分科会「忘年会・新年会・成人式等及び帰省につい
て」の提言（令和 2 年 12 月 11 日）に基づき決定 
①忘年会・新年会について 

開催する場合は、なるべく普段から一緒にいる人と少人数で、「感染リスクを下げな 
がら会食を楽しむ工夫」をすること。 
感染対策をしている飲食店を選ぶ、体調が悪い人は参加しない、短時間とし、会話 
をする時は必ずマスクを着用すること。 

②初詣 
混雑する時期を避ける。境内での三密や参拝後の混雑をできる限り避けること。 

③年末年始の帰省 
・三密回避を含め基本的な感染防止策を徹底、大人数の会食を控えるなど、高齢者等 

への感染につながらないよう注意すること。 
・感染防止の対応が難しい場合は、帰省について慎重に検討していただくこと。 

特に発熱等の症状がある方などは、帰省を控えていただくこと。 
・帰省する家族等には、年末年始の休暇を分散して取得するなど、混雑する時期を避 

けるようお願いすること。 
⑵対策本部会議について 

年末年始休暇中に町内に陽性者の確認があった場合は、対策本部会議を開催する。 
⑶私事旅行、帰省等について 

私事旅行は自己責任により、11 月 21 日対策本部会議決定事項のとおり 
帰省客が発熱した場合、無理に出勤せず、自己申告での自宅待機を認める。 
発熱時はためらわず休むこと。 

⑷防災行政無線による周知 
帰省等の注意を中心に、夜 1 回、年内実施。 


